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1. はじめに  

我が国の人口は 2008 年をピークに減少傾向にあり、ここ最近では 1 年間で 64 万人

も減少している。これを受け建設業界のみならず様々な業界で人手不足対策、働き方

改革、新技術の導入など、将来持続可能な社会構造の構築に向け努力がなされてい

る。構造物維持管理においても 2016 年度より CIM 導入が推進されてきている。  

しかしながら、維持管理分野での業務・工事においては、現存する構造物に対して

の CIM 適用であるため、各々の構造物特性、立地、施工条件等にあった適用方法を

その都度考える必要があり、CIM 適用は進んでいないのが現状である。  

本稿では、CIM 適用に必要な機材特性および特徴を整理し、S 頭首工での試行事例

を中心に、適用方法、三次元データの活用方法、課題について報告する。  

2. CIM 適用に必要な機材の特性  

 維持管理分野の現場で三次元

データを取得するために使用さ

れている機材と特徴を表 -1 に示

す。  

 一般的に現場の三次元データ

を取得するには三次元レーザー

スキャナーで点群を取得する方

法と、デジタルカメラで画像を取

得し画像から三次元モデルを作

成する方法がある。前者は広範囲

のデータを短時間で取得し形状

を把握することが可能であり、デ

ータ処理に費やす時間も短い。後

者は対象物や調査目的に応じて

画像を取得する手段を選べ、損傷

などの詳細な状況把握や形状計

測が可能である。ただし、得られ

る情報は多いがデータ処理に時

間を要する。各々の特性に応じて

使い分けが必要となる。  
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表-1 三次元データ取得機材とその特徴 



3．S 頭首工での試行概要  

 農業用水の取水施設である頭首工の三次元モデルを

作成した。目的としては、現場三次元データの取得方法、

三次元モデルの計測精度、画像鮮明度、活用方法などを

検討する基礎資料とすることを目的とした。 

 現場三次元データ取得方法としては、まず全体像を三

次元レーザースキャナー (写真 -1)で現場データを取得

し、その後、自律飛行型 UAV(写真-2)を使用して画像(動

画)データ、大型 UAV を使用して赤外線画像データを取

得し 2 日間で調査を終えた。取得したデータは後の維持

管理に利用できるように、時系列でのデータの重ね合わ

せが行える三次元汎用ソフトで編集し、全体モデルと損

傷部位に着目したモデルを作成した。 

4. 結果および課題  

 全体モデル(図-1)、損傷部位モデル(図-2)ともに、三次

元モデル上で点検できるモデルを作成できた。特に損傷

部位については、対象部位までの撮影距離を変えること

により目的に応じた鮮明度や計測精度(1mm 単位で計測

が可能)を得られることを確認した。また、調査時期の異

なる三次元モデルを対比して動画 (図-4)を作成すること

により損傷の進行度合いも容易に把握できることを確

認した。  

 赤外線画像の取得は、従来はハンディタイプの赤外線

カメラを使用し調査を行っていたが、UAV に搭載の場

合、対象物に対して条件の良い位置に移動できるため、

精度の良い検出が可能である。 

 課題としては、三次元モデルの成果を提出する際に閲

覧用ソフトと一緒に提出は可能であるが、高性能パソコ

ンやソフトが必要となるなど CIM 推進に足かせとなる。

三次元成果として、発注者・受注者間でどのようなデー

タの受け渡しを行えばお互いの負担が少なくなるかを

十分検討する余地がある。  

5．おわりに  

三次元は視覚的に非常にわかりやすく表現できるのが

最大のメリットであり、2 度目以降の調査ではコストを大

幅に削減できる可能性を持っている。今後も機会を持ち提

案していきたい。  
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写真 -1. 3D レーザースキャナー  

写真 -2. 自律飛行型 UAV 

図 -1. 全体ﾓﾃﾞﾙ(点群+SfM ﾓﾃﾞﾙ) 

図 -2. 損傷部位ﾓﾃﾞﾙ(SfM ﾓﾃﾞﾙ) 

図 -3. 固定堰赤外線画像  

図 -4. 過年度調査との対比  


